
 当社は、福島の復興と廃炉の両立に向けて、これまでに福島県内の住民の方、地元自治体、
廃炉作業へ協力していただいている企業等の方、政府関係者など、福島第一原子力発電所
の廃炉作業や周辺地域の復興状況についてご理解を深めていただくため、多くの皆さまに
福島第一原子力発電所をご視察いただいております。

 このたび、より多くの皆さまに福島第一原子力発電所ならびに廃炉資料館、周辺地域の状
況についてご覧いただく視察受入拡大に向けて新たな取り組みを開始いたします。
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福島第一原子力発電所ならびに廃炉資料館の
視察受入拡大に向けた新たな取り組みについて

＜ 参 考 資 料 ＞
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東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福島第一廃炉推進カンパニー

＜視察受入拡大に向けた新たな取り組み＞

① 福島県ホープツーリズムとの連携による商標使用認定団体様の視察受入の開始
（2023年7月以降準備でき次第）

② 東京電力廃炉資料館と環境省中間貯蔵施設の視察連携プランの開始
（2023年7月4日~）

③ 福島第一原子力発電所構内に新設した、５～６号機やＡＬＰＳ処理水希釈放出設備を
視察できる視察台「グリーンデッキ」の運用開始
（2023年6月26日~）
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【視察受付】
ホープツーリズム商標使用認定団体専用窓口
電話番号：090‐4403‐4534
受付時間：午前9時～午後5時まで（平日のみ）

【視察受付対象者】
東京電力HDが発行するIDを取得した福島県ホープツーリズム商標使用認定団体

【受付開始】
2023年7月以降準備でき次第

【視察日】
金曜日：午後
土曜日：午前または午後

【人数】
最低5名~最大20名

① 福島県ホープツーリズムとの連携による商標使用認定団体様の視察受入の開始

東京電力HD
ホープツーリズム
商標使用認定団体

（東京電力HDが発行する
ID取得団体）

ホープツーリズム
専用視察受付窓口

福島第一
原子力発電所

視察

新設
東京電力HD

 より多くの皆さまに廃炉作業の現状やALPS処理水の海洋放出に向けた安全確保の取り組み
などを知っていただく観点から、福島県ホープツーリズム※1の商標使用認定団体※2の皆さ
まが企画されるツアーのコースとして、福島第一原子力発電所へのご視察の受け入れを開
始いたします。

 このため、当社に福島県ホープツーリズムの商標使用認定団体の皆さまを対象とした専用
の視察受付窓口を新たに設置いたします。

※1 福島県で実施しているホープツーリズムは、福島県内の震災から被災した場所
から復興と移り行く状況を「見る」「聞く」「考える」というコンセプトで
実施している。「ホープツーリズム」は福島県観光物産交流協会により商標登
録されている。

※2 商標使用認定団体とは、福島県観光物産交流協会へ「ホープツーリズム商標使
用申請」を行い使用承認を得た旅行会社等団体

◎ 各回視察は所要時間２時間２０分程度
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【受付開始日】
2023年7月4日（火）～

【視察日】
火曜日・木曜日

【人数】
最低5名～最大20名

※大型バスでお越しの場合は最大40名

② 東京電力廃炉資料館と環境省中間貯蔵施設の視察連携プランの開始

東京電力HD 11：30～

ご視察希望者

東京電力社員

中間貯蔵施設
視察

福島第一
原子力発電所

視察

廃炉資料館
視察

JESCO 13：30～
【連携プラン（毎週：火曜日・木曜日・時間固定）】

中間貯蔵施設内から視る福島第一原子力発電所

＋

 福島第一原子力発電所ならびに廃炉資料館、中間貯蔵施設が連携し、廃炉作業や中間貯蔵施
設の取り組み状況をご視察いただく連携プランの運用を開始いたします。

 連携プランでは、廃炉資料館のご視察に加え、当社案内者が中間貯蔵施設内の遠景から福島
第一原子力発電所をご視察できる高台から廃炉作業の現状等についてご説明いたします。

東京電力HD

中間貯蔵・環境安全事業株式会社
（JESCO）
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③ 福島第一原子力発電所構内に新設した５～６号機やＡＬＰＳ処理水希釈放出設備
を視察できる視察台「グリーンデッキ」の運用開始

グリーンデッキからの全景

2023年6月に5~6号機や
ALPS処理水希釈放出設備
を視察できる高台を整備

2018年11月に1～4号機
を一般服で視察できる高
台を整備

 2023年6月26日よりこれまでの標準的な視察コースを見直し「1～4号機側 ブルーデッキ」
と「1～6号機側 グリーンデッキ」を組み合わせた新たなコースで運用開始いたします。
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